
「今起きていること」の学び  (2023 年 2 月 18 日の霊言を拝聴)文責石田昭 2023 年 3 月 26 日 

時系列（頭の○番号は収録霊言番号） 
1月 23日 
④「生霊の霊言」 /「空海の霊言」・・・次男真輝氏と空海 （以下小文字は格俳句集から） 

1 月 28 日： 小説「妖怪物語」を書いて欲しくない、幹部や息子たち。「情を断て、冷た

くなれと空海」  

1 月 29日： 鏡の法 左右非対称を発見 パンダあきらめ 冬眠へ  

2 月 3 日： 今日も天狗と妖怪の研究で真夜中だ カチッと正体がつかみきれない。 

2 月 5 日： 私、発熱す。疲れ発生か 39.1 度記録す。  

2 月 7 日： 妖怪の頭目と疑われ、天照抵抗す 微熱続く 日本神道に「地獄論」なしの

指摘よほどこたえたか。 
2 月 8 日： 結婚百周年の夢 妻 ロシア民族衣装 やっと平熱 久しぶり三日間眠り続け

た。『地獄に堕ちないための言葉』出版される。 

2 月 10日：仕事再開 『二十二世紀の君』『人魚の涙』の二曲 歌う。 

2 月 12日：あらゆる抵抗を排して『妖怪にならないための言葉』書き始める。大変であっ

たが妖怪の総力を集めても釈尊には勝てない。  

2月 16日 
④「一言主の霊言」 /「藤井理事守護霊の霊言」  

2 月 16日：「妖怪対談」の夜 一言主 さんざんに総裁をこき下ろす。 

2月 17日 
①「妖怪『お多福』の霊言」・・・核爆弾級の攻撃 「一晩で主なる神を●す」と脅す。  
2月 18日 
②「エドガー・ケーシーの霊言」 /「イエスの霊言」  

2 月 18日：3500 回目の説法は「妖怪お多福」の妖魔性との対決。日本神道最期の総力戦。  

2月 20日 
③「藤井理事主護霊の霊言」  
2月 21日 
③「白石麻衣守護霊霊言」「木花開耶姫の霊言」「柴咲コウ守護霊の霊言」  

2 月 21 日：一日何度か呼吸困難 「鏡の法」娘には使えず（親子の情）。白石麻衣と柴咲

コウ守護霊を体内にいれると発作は止ま

った。意外に別筋（仙人界）。 

2月 22日 
②「天照の霊言」 /「習近平守護霊の霊言」  

2 月 24日：生霊の挑戦か、  

それとも 心臓不調の区別が分からなく

なる。（最終句） 

2月 28日 
総裁先生昏睡・入院 
3月 2日 医師診断 
3月 3日 メディア報道  


